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研究成果の概要： 
本研究では，自然再生事業に対する人々の要求を評価する手法として，選択型実験と合意形成

実験を統合化した手法の開発を行い，釧路湿原の自然再生事業の評価を行った。選択型実験で

は，森林再生事業の価値が高いものの，住民選好の異質性が合意形成を困難にしていることが

明らかとなった。合意形成実験では，合意形成の手順として多数決と全員一致で比較したとこ

ろ，合意形成手順が集団的意思決定に影響を及ぼすことが示された。 
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2008 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 
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研究分野：環境経済学 
科研費の分科・細目：環境学，環境影響評価・環境政策 
キーワード：自然再生事業，湿原，合意形成，環境評価 
 
１．研究開始当初の背景 

今日，世界的レベルで環境破壊が進み，希
少種が絶滅するなど生物多様性が失われつ
つある。国内においても日本に生息する種の
約４分の１が絶滅危惧種と指定され，生態系
破壊は深刻化している。このような危機的な
状況を受けて，2003 年 1 月に「自然再生推進
法」が施行された。この法律では，自然再生
事業を自然環境の保全，再生を目的とする地
域主導の新たな形の事業と位置づけており，
釧路湿原自然再生プロジェクトをはじめと
する事業が全国各地で実施されるようにな

った。 
 だが，実際には自然環境をめぐる開発と自
然保護の対立が深刻化している中で，利害関
係者の様々な要求を調整することは困難で
ある。合意形成を図るためには，自然再生事
業に対する様々な人々の意見を評価し，それ
を事業計画にいかに反映させていくかが重
要な課題となっている。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は，環境経済学の観点から自
然再生事業に対する様々な人々の要求を数



量的に評価する手法を開発し，現実の自然再
生事業に対して適用することで，自然再生事
業における合意形成の今後のあり方を示す
ことにある。 
 
３．研究の方法 

第一に，自然再生事業の効果を評価するた
めの手法の開発を行う。環境経済学の分野で
開発されてきた従来の評価手法では，回答者
を同質的な個人と仮定することが多いが，自
然再生事業においては，地域住民・開発業
者・自然保護団体などの多様な選好を持った
人々が存在する。そこで，研究分担者の竹内
を中心に，トラベルコスト法やコンジョイン
ト分析において選好の多様性を分析可能と
する新たな評価手法の開発を行う。 

第二に，釧路湿原周辺（北海道道東地域）
の関係者に聞き取り調査を行う。地元の自然
保護団体や行政担当者などに聞き取り調査
を行い，釧路湿原周辺の土地利用の現況を把
握する。また，釧路湿原自然再生協議会にも
参加し，自然再生事業の課題を明らかにする。 

第三に，アンケート調査を実施する。自然
再生事業の効果を計測するために選択型実
験のアンケート調査を実施する。さらに，観
光産業への影響を分析するために，北海道の
国立公園の観光利用についてアンケート調
査を実施する。 

第四に，合意形成実験を実施する。自然再
生事業では，利害関係者の住民参加を行うこ
とで事業計画の合意形成を図ることが重視
されているが，合意形成を円滑に行うために
は，どのような意思決定方法が好ましいのか
を経済実験によって分析する。ここでは，学
生を対象に実験室実験を行うとともに，地元
住民を対象に現地実験も行う。 

そして，これらの研究成果をふまえ，自然
再生事業の課題を明らかにするとともに，今
後のあり方について政策提言を行う。 
 
４．研究成果 
 第一に，評価手法の開発については，各分
担者が各自で評価手法の開発を進めるとと
もに，研究打ち合わせ会議を 12 回開催し，
意見交換を頻繁に行った。さらに本プロジェ
クト専用のメーリングリストを設置し，日常
的に意見交換を行った。研究期間中にこのメ
ーリングリストで送信されたメールは306件
にものぼる。こうした議論をもとに，国立公
園利用者の選好を評価するための経済理論
モデルを構築するとともに，自然再生事業を
分析するために合意形成実験の開発を行っ
た。 

第二に，釧路湿原周辺での現地調査に関し
ては，2006 年 8 月および 2006 年 12 月に実
施した。地元の自然保護団体や行政担当者な
どに聞き取り調査を行ったところ，自然再生

事業協議会のメンバー間で自然再生事業に
対する意見が大きく異なっており，合意形成
をめぐっては多くの課題が残されているこ
とが分かった。 

第三に，アンケート調査については，自然
再生事業の選択型実験（2008 年 2 月），およ
び北海道の国立公園の利用動向調査（2008
年 7 月および 2008 年 10 月）を実施した。自
然再生事業の選択型実験では，河川の再蛇行
化，ため池の設置，森林再生の３つの事業に
ついて評価を行った。その結果，最も価値の
高い事業は森林再生事業であったものの，地
域住民の選好の異質性が認められ，そのこと
が合意形成を困難にしていることが明らか
となった。 

第四に，合意形成実験については，実験室
での実験（2006 年 11 月，2007 年 5 月），現
地での実験（2007 年 9 月）を実施した。被
験者を合意形成の手順が多数決によって決
定するグループと全員一致するまで議論を
重ねるグループに分け，両者を比較すること
で合意形成手順が集団的意思決定に及ぼす
影響を分析した。 
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